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研究成果の概要（和文）：本研究は、認知症高齢者の笑顔などポジティブな情動を引き出す介入を実施し、BPSD
（認知症の行動・心理症状）に対する非薬物的介入を確立することを目的にしている。
　この研究期間では、その第一段階である認知症高齢者に対するポジティブな情動を引き出す介入として、懐か
しい音楽動画の視聴と回想法を組み合わせた介入を実施して、BPSD、認知機能、言語の変化を調査した。その結
果、思い出を語る言語が増え、テキストマイニングによる分析では共起語同士のつながりが増えていた。これ
は、記憶が蘇った語りが可視化され、介入の客観的な評価と考えられる。

研究成果の概要（英文）：The main purpose of this study is the establishment of non-pharmacological 
interventions for patients with dementia. Toward that purpose, we intervened to evoke positive 
emotions at first. The first step was to evoke the positive emotions by the intervention of watching
 nostalgic music videos and reminiscing. And we have investigated the changes in BPSD, cognitive 
function, and language function.
As a result, the number of utterances of the patient with dementia and episodes of her memories have
 increased, and the connections between co-occurrence words have increased in the analysis through 
text mining. The co-occurrence networks illustrated the revived memories and provided an objective 
assessment of the intervention.

研究分野：精神看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症のBPSDへの対応に非薬物的介入が推奨されているが、その効果のエビデンスを示すことが難しい。本研究
では、BPSDへの効果だけではなく、BPSDに影響している認知機能、情動、言語機能、日常生活など多方面から評
価して、非薬物的介入がBPSDを緩和する要因と、脳機能を含むメカニズムを明らかにすることを目指している点
が本研究の学術的意義である。
本研究では、ポジティブな情動を喚起する介入によってBPSDの抑止効果を狙っているが、看護や介護の専門職が
その介入を実施するだけではなく、個別的なニーズに沿った自宅で誰もが手軽にできる介入方法を検討している
点が社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
  認知症には、中核症状である記憶障害、見当識障害、失語、失認、遂行機能障害と、認
知症に伴う BPSD( Behavioral and psychological symptom of dementia：認知症の行動・
心理症状)がある。BPSD の行動症状には、不穏、興奮、攻撃性、徘徊があり、心理症状には
妄想、幻覚、うつなどがある。 
 認知症における BPSD は認知症高齢者の苦痛や介護者の負担を増大し、両者の生活の質
（QOL）を低下する。他者や自身に危険を及ぼすほど BPSD が激しい認知症高齢者は、認知症
疾患治療ガイドライン 2017（日本神経学会）の BPSD の治療方針では薬物療法の必要性を検
討する段階とされ、我が国では精神科病院の入院の対象になる。しかしながら、抗精神病薬
は錐体外路症状、過鎮静などの副作用があり、米国食品医薬品局（FDA、2005）は高齢者の
死亡リスクの増加のために BPSD の治療への使用を推奨していないことから、非薬物的介入
の開発が進められている。 
 認知症の非薬物的介入には、音楽や回想法を用いた介入がある。これらの介入は、国外・
国内において多く実施されている。しかしながら研究の分野では、国内の介入研究の多くは
健常者を対象にしており、音楽療法の分野では福祉領域、看護領域の研究の圧倒的な不足や、
科学的な検討をするためにも健常者以外の研究の必要性が指摘されている（久村、2015）1)。
また、地域またはグループホームなどグループを対象にした音楽を用いた介入が多く、デイ
サービスで実施する場合、グループで実施し、歌唱、リズム体操、ゲームが取り入れられて
いる（松原、2011）2)など、運営、実施など大掛かりな準備と時間を要する。また、認知症
高齢者個人を対象にした研究は乏しい。 
本研究は、認知症高齢者に対して非薬物的な介入であるなじみのある音楽を聴いて会話
をすることによって、①ポジティブな情動を喚起することによって BPSD の抑止効果を狙う、
②ポジティブな情動を客観的な方法にて評価する、③思い出などの会話から記憶・言語機能
への刺激と結果の評価、④個人を対象にするためより個別的なニーズに沿った介入が可能、
⑤パソコンやタブレット型端末を用いることからピアノなどの楽器の準備など大掛かりな
準備は必要ない、など手軽に自宅でも実施できる認知症高齢者の BPSD への介入方法と評価
の開発につながる可能性が本研究の意義である。 
 
２．研究の目的 
 
１）BPSD を持つアルツハイマー病の高齢者に対して、パソコン、タブレット型端末、音楽、
回想、会話を取り入れた介入からポジティブな情動を引き出す。 
２）介入から、BPSD の緩和への影響要因のひとつとして、言語量と言語の内容の変化を明
らかにする。 

 
３．研究の方法 
 

 本研究は、精神病院に BPSD のために入院している認知症高齢者を対象にして介入研究を

進めていたが、2020 年から蔓延した COVID-19 のために介入を中止せざるをえない状況とな

り、予定していたプロトコールを遂行できずに中止となった。そのために、当初に期待して

いた結果を明らかにすることまでできていないが、懐かしい音楽動画を視聴して語られた

認知症高齢者の語りを、本研究の一部である評価の試みとしてテキストマイニングで分析

した。テキストマイニングによる分析を個別性を明らかにするために個々の語りを分析し、

その中の１名について報告する。 
 

１）対象者 
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Behavioral and psychological symptoms of dementia （BPSD）のために精神科病院に

入院している、アルツハイマー病の 90歳代の女性（A氏）を対象にした。A氏は会話が可能

であり、ADL はほぼ自立していた。出現していた BPSD は興奮だが、抗認知症薬や抗精神病

薬は内服していなかった。Mini-Mental State Examination（MMSE）は、介入前は 16点、4

回全ての介入の終了後は 17 点だった。 

 

２）介入方法 

A 氏が好む、懐かしい音楽動画を一緒に視聴し、音楽動画から思いだされる事を最初に質 

問し、その後は A氏のペースで思いつくまま話せるよう傾聴した。介入中の会話を、本人

および家族の同意を得て IC レコーダーに録音した。 

介入は、2か月の間に計４回実施し、１回の介入は 21 分～28 分、次の介入までの間隔は、 

7～13 日だった。選曲は、介入の場で A 氏の希望を聞いた。介入は、認知症看護の経験が

ある研究者らが実施した。 

 

３）分析方法 

テキストマイニングソフト「KH Coder」を使用し、必要な複合語の検出を可能とするため

に、Term Extract と「茶筌」を併用した。 

IC レコーダーに録音した内容を、逐語録を作成してテキストデータとした。介入毎に総

抽出語数と文章数、総頻出語分析、対象者の自伝的記憶の特徴を探るために、語られた思い

出の中心となる語は、共起ネットワークを用いて抽出した。共起ネットワークとは、出現パ

ターンの似通った語、すなわち共起の程度が強い語を線で結んだネットワークである 6。共

起とは、2つの別の語が 1つの文や句の内部で同時に用いられる現象であり、2つの語が意

味的に関連性をもつことの証拠となる（広辞苑）。 

 

４）倫理的配慮 

 本人に口頭で説明して同意を得て、家族に口頭と文書にて説明して書面にて同意を得た。

本研究は、京都府立医科大学医学倫理審査委員会（ERB-E-426）と研究参加者が入院してい

た病院の倫理審査委員会の承認を受けている。本研究における利益相反はない。 
 
４．研究成果 
 
１）結果 

（１）総抽出語数 

 介入ごとの総抽出語数、文・段落数を表 1に示した。初回の介入が全ての項目において最

も少なく、最も多かったのは、介入 4回目の総抽出語数（2669 語）と文の数（229 文）、介

入２回目の段落数（195 段落）だった。 

1 分あたりの平均では 3 回目の介入における総抽出語数（57.5 語/分）と段落数（4.6 段

落/分）が最も少なかった。最も多かったのは、総抽出語数では介入４回目（95.3 語／分）

であり、文（8.3 文／分）と段落（7.5 文／分）では介入 2回目だった。 

出現頻度が多かった複合語は、介入 1 回目で「お料理」6 回、「（地名）」5 件、「（曲名）」

4 回、「娘 2 人」4 回だった。介入 2 回目では「お料理」7 回、「（地名）」6 回、「（歌手名）」

5 回、「仕事」3 回、だった。介入 3 回目では「（地名）」9 回、「お料理」8 回、「（曲名）」7
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回、「仕事」5回、介入 4回目の中に「お料理」16回、「（地名）」8回、「（歌手名）」5回、「お

嫁さん」5回などがあった。地名、曲名、歌手名は具体的な名称が話されていた。 

（２）共起ネットワーク分析 

介入 1 回目と 4 回目における共起ネットワーク図を、図 1～図２で示した。円の大きさ

は、語の出現頻度が多いことを示し、円と円を結ぶ線の太さは、関連性の強さを示している。 

 テキストマイニングによって得られたこれらの共起ネットワーク図に、出現頻度が多か

った語「料理（仕事）」と、回想のきっかけとなった「歌」、会話で語られていた過去のエピ

ソードから、「仕事」・「歌」・「思い出」の 3つのテーマを見出し、それらのテーマにあたる

共起ネットワークを研究者らによって点線で囲った。 
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２）考察および結論 

（１）出現頻度が多い語が示す認知症高齢者の会話の特徴 

認知症の人の会話には同じ話を繰り返す 5)特徴があり、テキストマイニング分析では A氏

の「仕事」、「歌」といった出現頻度が多い語としてその特徴が示された。認知症高齢者が何

度も同じ話を繰り返すのは認知機能の低下や遂行機能障害が指摘されているが、認知症高

齢者の何らかのサイン 6)でもある。したがって、出現頻度が多かった語は、A氏の思い出に

強く残っているものであり、A氏の人生における大切なキーワードと考えられ、コミュニケ

ーションにおいて活用できると考える。 

（２）共起ネットワーク図が示唆する認知症高齢者の記憶のつながり 

介入 4回目の方が、介入 1回目よりも総抽出語数・文・段落が多く、1分間の平均も同様

だった。共起ネットワーク図における共起語同士のつながりも介入 4回目（図２）の方が多

く、「歌」や「仕事」に含まれている共起語同士のつながりがみられた。この結果から、介

入 4 回目では語られた話の構造が複雑になり、意味がつながっている文脈が増えていた事

が読み取れた。 

共起ネットワーク図の介入 1回目（図 1）は、共起語同士の関連が少なくネットワークが

小さいことから、このような認知症高齢者の記憶の特徴を示していることが考えられる。だ

が、介入 4 回目（図 4）では共起語が広い範囲でつながり、ネットワークが広がっていた。 

（３）研究の限界および今後の展望 

本報告の結果は少数例の結果であるため、一般化できない。他対象者の解析や介入を継続

して明らかにする必要がある。言語が増え、語りの中の意味がつながった状態が BPSD にど

のように影響するのかを明らかにすることが今後の課題である。 
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